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1 はその働きを切ることができないため、システム 2 が処理しなければならない複雑な状
況においてもシステム 1 が自動反応し、邪魔をしてしまう。例えば、システム 2 の働きで
同じ大きさと分かっている物体がシステム 1 の直観的な働きによって異なる大きさに見え
てしまったり、逆に異なるものが同じものに見えてしまう錯覚は、システム 1 の働きを切
































Ａ：確実に 900 ドルもらえる。 
Ｂ：90%の確率で 1000 ドルもらえる。 
 
問題 2 あなたはどちらを選びますか？ 
Ａ：確実に 900 ドル失う。 
Ｂ：90%の確率で 1000 ドル失う。 
 




負の価値が 90%の確率で失う 1000 ドルの負の
価値を上回るためＢのギャンブルを選ぶ。 









問題 3 あなたは現在の富に上乗せして 1000 ドルもらったうえで、次のどちら
かを選ぶように言われました。 
Ａ：50%の確率で 1000 ドルもらう。 
Ｂ：確実に 500 ドルもらう。 
 
問題 4 あなたは現在の富に上乗せして 2000 ドルもらったうえで、次のどちら
かを選ぶように言われました。 
Ａ：50%の確率で 1000 ドル失う。 
Ｂ：確実に 500 ドル失う。 
 
 
    
 
 















第 2 の特徴は、感応度逓減性（diminishing sensitivity）があること。例えば、暗い部
屋でかすかな明かりのランプを灯しただけで大きな効果（明るさ）を感じることができる
が、煌々と照明が輝く部屋でランプ 1 つくらい灯されても気づくことはできない。同じよ
うに手持ちのお金が 1,000 円から 2,000 円に増えれば、ありがたみを感じるが、9,000 円
が 10,000 円に増えても、それほどのありがたみは感じられない。 






















































































   


































































































































































































式は 1 件のみ、該当する個別生産条件を複数個持つ製品型式は 2 件以上の製品型式生産条



































































































































































































Ⅲ.7 左側）に示す。各製品型式（A,B,C,H,I,J）が 1 台ずつ、その製品系列（ⅰ,ⅱ）内訳



























製品仕様 b は先行する同じ製品型式 I が対象であり、投入間隔として 5 台が確保できるの
で十分条件を満たしている。 










し十分条件が成立する I および H を除く製品型式 J,C,B,A の順序とする。1 番目の製品型










を判定する。まず、製品系列ⅱは先行する同じ製品型式 J との間の投入間隔として 1 台が
確保できるので十分条件を満たしている。次に、製品仕様 c は同じく製品型式 J との間の
投入間隔 1 台であり、十分条件の 2 台は満たせないものの、必要条件は満たしている。2
番目の製品型式 C は、製品系列ⅰと製品仕様 a および c を有している。製品系列ⅰは先行
する製品型式 B との間の投入間隔は 0 台であるが絶対条件と必要条件は満たしている。ま
た、製品仕様 c は先行する同じ製品型式 J との間の投入間隔は十分条件の 2 台は満たせな
いものの、必要条件の 1 台は満たしている。しかし、製品仕様 a は同じく対象の先行する
製品型式 B との間の投入間隔が 0 台であり、絶対条件の１台を満たせないため不合格とな
る。3 番目の製品型式 B もまた製品系列ⅰと製品仕様 a を有している。製品系列ⅰは先行
する同じ製品型式 B がとの間の投入間隔は 0 台であるが絶対条件と必要条件は満たしてい
る。しかし、製品仕様 a は対象となる先行する同じ製品型式 B との間の投入間隔が 0 台で
あり、絶対条件の１台を満たせないため不合格となる。4 番目の製品型式 A は、製品系列

























(1)の処理および(2)の処理に対して、十分条件が成立する I,H と絶対条件が成立する J,A
を除く製品型式 C,B を今回スケジュール配列候補順序とするものである。1 番目の製品型
式 C と 2 番目の製品型式 B は、ともに(2)の処理で示したように対象となる製品仕様 a に
















なる生産条件モデルを別途設定し解説する。それは、製品型式 A が 2 台、製品型式 B が 2
台、製品型式 C が 2 台、製品型式 H が 1 台、製品型式 I が 1 台、製品型式 J が 2 台の合
計 10 台が計画されている。その内訳は、製品系列ⅰが 6 台、ⅱが 4 台、そして製品仕様 a
が 4 台、b が 1 台、c が 4 台とし、それぞれに期待される投入間隔を求め、投入間隔台数
を設定する。製品仕様については、連続が発生しないように製品仕様 a、b、c ともに絶対
条件として投入間隔が 1 台に設定されている。（図Ⅲ.7.(3)b の左側上） 
この条件下、既存スケジューリングを用いて禁止則に基づき調整を図ろうとした場合、




最初に不合格となった製品 C の対象先の製品 J からやり直す。しかし、うまく連続を回避
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うときの基礎資料となる JIS Z8142-3307」と定義されている。 
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